
入 札 公 告 

 

 

次のとおり一般競争入札に付します。 

なお当該入札公告は、当院ホームページ上にも掲載する。 

 

令和７年２月２１日 

       日野病院組合 

                               管理者 﨏田 淳一 

 

記 

 

１．調達内容 

（１）調達の名称及び数量 

   複合機リース契約 ３台 

（２）調達の仕様等  

   複合機リース契約仕様書のとおり 

（３）契約期間 

 令和７年４月１日～令和１２年３月３１日（５年間） 

（４）納入場所 

 鳥取県日野郡日野町野田３３２ 

     日野病院組合 日野病院  

（５）入札方法 

①入札者は、仕様書に記載された調達物品の本体のほか、既存リース物件（複合機３台）の返却費

用、運送費、保険料、関税、据付工事費、稼動させるための設備改修費等を含めて機器本体リー

ス料金として見積もるものとする。 

②入札者は、仕様書に記載された出力算定枚数に、一枚当たりの単価を乗じて得た額をチャージ料

金として見積もるものとする。 

③入札者は、契約期間内における、上記①に②を加えた総合計金額を入札書に記載すること。 

④入札者は、上記③の計算根拠を記載した明細書を入札書とともに提出すること。 

⑤入札者は、消費税に課税事業者であるか、非課税事業者であるかを問わず、見積もった契約金額

の 110 分の 100 に相当する金額を入札書に記載すること。 

 

２．入札参加資格 

  この入札に参加する資格を有する者は、次に掲げる要件をすべて満たす者とする。 

（１）地方自治法施行令第 167 条の４の規定に該当しない者であること。 

（２）次のア～カのいずれかに該当があった後 2 年間を経過しない者、これを代理人、支配人その他の使

用人として使用する者でないこと。 

  ア．契約の履行に当り故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質若しくは数量に関して不



正の行為をしたもの。 

  イ．公正な競争の執行を妨げたもの又は、公正な価格を害し若しくは不正の利益を得るために連合し

た者。 

  ウ．入札者が契約を結ぶこと又は契約を履行することを妨げた者。 

  エ．監督又は検査の実施に当り職員の職務の執行を妨げた者。 

  オ．正当な理由がなくて契約を履行しなかった者。 

  カ．上記のア～オのいずれかに該当する事実があった者を、契約の履行に当り、代理人、支配人その

他の使用人として使用した者。 

（３）この公告に示した物品を納入期限までに納入場所に納入することができる者であって、当該物品の

納入後、保守、点検、修理その他のアフターサービスを求めに応じて速やかに提供できる者である

こと。 

（４）入札の日において、国または地方公共団体から指名停止の措置を受けていない者であること。 

 

３．入札説明書、仕様書等の交付場所等 

（１）入札説明書、仕様書等の交付場所及び問い合わせ先 

   〒689－4504 鳥取県日野郡日野町野田３３２ 

    日野病院組合 日野病院 総務課 小川 

    電話：0859－72－0351 FAX：0859－72－0089 

又は、日野病院ホームページから入手 

（２）入札説明書の交付期間 

   令和７年２月２１日（金）～令和７年２月２７日（木）午前８時 

（３）入札及び開札の日時及び場所 

   令和７年２月２７日（木）午前１０時 

   日野病院 第２会議室 

（４）郵便等による入札 

   不可とする。 

 

４．落札者の決定 

   本入札説明書に従い入札書を提出したものであって、予定価格の制限の範囲内で最低価格をもって

有効な入札を行った入札者を落札者とする。 

 

５．その他 

（１）契約手続において使用する言語及び通貨 

   日本語及び日本国通貨とする。 

（２）入札保証金及び契約保証金 

   免除する。 

（３）契約書作成の要否 

   要 

（４）詳細は入札説明書による。 

 



入 札 説 明 書 

 

 この入札説明書は、本件公告にさだめるもののほか、本件調達に係る入札及び契約に関し、入札者が熟

知し、かつ遵守しなければならない一般的事項を明らかにするものである。 

 

１ 調達内容 

（１）概要 

   本調達は、日野病院組合日野病院に調達物品を導入する。 

（２）調達の名称及び数量 

   複合機リース契約 ３台 

（３）調達の仕様等 

複合機リース契約仕様書のとおり  

（４）契約期間 

   令和７年４月１日～令和１２年３月３１日（５年間） 

（５）納入場所 

   鳥取県日野郡日野町野田３３２ 日野病院組合日野病院 

 

２．入札参加資格 

  この入札に参加する資格を有する者は、次に掲げる要件をすべて満たす者とする。 

（１）地方自治法施行令第 167 条の４の規定に該当しない者であること。 

（２）次のア～カのいずれかに該当があった後 2 年間を経過しない者、これを代理人、支配人その他の使

用人として使用する者でないこと。 

  ア．契約の履行に当り故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質若しくは数量に関して不

正の行為をしたもの。 

  イ．公正な競争の執行を妨げたもの又は、公正な価格を害し若しくは不正の利益を得るために連合し

た者。 

  ウ．入札者が契約を結ぶこと又は契約を履行することを妨げた者。 

  エ．監督又は検査の実施に当り職員の職務の執行を妨げた者。 

  オ．正当な理由がなくて契約を履行しなかった者。 

  カ．上記のア～オのいずれかに該当する事実があった者を、契約の履行に当り、代理人、支配人その

他の使用人として使用した者。 

（３）この公告に示した物品を納入期限までに納入場所に納入することができる者であって、当該物品の

納入後、保守、点検、修理その他のアフターサービスを求めに応じて速やかに提供できる者である

こと。 

（４）入札の日において、国または地方公共団体から指名停止の措置を受けていない者であること。 

 

 

 

 

 



３．入札手続等 

（１）入札書の提出場所、入札に関する問い合わせ先 

  〒689－4504 鳥取県日野郡日野町野田 332 

   日野病院組合日野病院総務課 担当 小川 

    電話：0859－72－0351 FAX：0859－72－0089 

（２）入札及び開札の日時及び場所 

   令和７年２月２７日（木）午前１０時 

   日野病院 第２会議室 

（３）郵便等による入札 

   不可とする。  

 

４．入札方法等 

（１）入札者は、仕様書に記載された調達物品の本体のほか、既存リース物件（複合機３台）の返却費用、

運送費、保険料、関税、据付工事費、稼動させるための設備改修費等を含めて機器本体リース料金と

して見積もるものとする 

（２）入札者は、仕様書に記載された出力算定枚数に、一枚当たりの単価を乗じて得た額をチャージ料金

として見積もるものとする。 

（３）入札者は、契約期間内における、上記（１）に（２）を加えた総合計金額を入札書に記載すること。 

（４）入札者は、上記（３）の計算根拠を記載した明細書を入札書とともに提出すること。 

（５）入札者は、消費税に課税事業者であるか、非課税事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の

110 分の 100 に相当する金額を入札書に記載すること。 

（６）予定価格以内の入札がないときは、予定価格以内の価格に達するまで、再度入札を 1 回のみ行う。 

（７）入札書は、件名及び入札者名を記入し、「入札書」と明記した封筒に入れ、密封して提出しなければ

ならない。 

（８）代理人に入札書を提出させるときは、必ず委任状を提出しなければならない。 

（９）入札書及び委任状の宛名は「日野病院組合管理者 﨏田 淳一」とすること。 

（１０）入札者は、いったん提出した入札書の書き換え、引き換え又は撤回することはできない。 

（１１）入札後、本件公告、基本仕様書並びにこの入札説明書等の不知又は不明を理由として、意義を申し

立てることはできない。 

 

５．入札の無効 

（１）本件公告に示した入札参加資格のない者の入札 

（２）入札者に求められる義務を履行しなかった者の入札 

（３）他の入札者の代理人を兼ねた者、又は 2 人以上の入札者の代理をした者の入札 

（４）委任状のない代理人の入札 

（５）入札に関して不正のあった者の入札 

（６）記名押印のない入札書による入札 

（７）入札書の金額、氏名、印影、その他入札に関する要件を欠き、又は重要な文字を誤脱し、若しくは

記載内容を確認しがたい入札書による入札 

（８）協定、会計法令、財務規定、会計規則、特例規則、本件公告及びこの入札説明書に違反した入札 



６．落札者の決定 

   本入札説明書に従い入札書を提出したものであって、予定価格の制限の範囲内で最低価格をもって

有効な入札を行った入札者を落札者とする。 

   なお、再入札を行った場合でも落札者がない場合は、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第８

号の規定により最低価格入札者と交渉を行うものとする。 

 

７．契 約 

（１）契約する者 

   鳥取県日野郡日野町野田３３２ 

    日野病院組合 

    管理者 﨏田 淳一 

（２）契約担当部署 

   日野病院 総務課 

（３）契約手続において使用する言語、通貨及び時刻 

   日本語、日本国通貨及び日本標準時 

（４）契約書作成の要否 

   要 

（５）手続における交渉の有無 

   無 

 

   



A B C

訪問看護ステーション 事務所 3F

フルカラー機能を有すること フルカラー機能を有すること ⁻

書き込み解像度

ファーストコピータイム（秒）A4/モノクロ 4.5秒以下とする 4.3秒以下とする 4.1秒以下とする

ファーストコピータイム（秒）A4/フルカラー 6秒以下とする 5.6秒以下とする ―

連続コピースピード【分】A4横 モノ、フルカラーとも45枚以上とする モノ、フルカラーとも55枚以上とする 70枚以上であること

ウォームアップタイム 主電源が入っている場合、常温時で30秒以下であること 主電源が入っている場合、常温時で30秒以下であること 主電源が入っている場合、常温時で30秒以下であること

2,100x850mm以下とする

4GB以上とする

副系統NWに属するiPadから印刷が可能な事 ― ―

読み取り解像度 600*600DPI以上とする

仕様

1、基本/コピー機能

基本 ソート機能を有すること

院内LANと接続可能なこと

出力解像度 600*600DPI以上とする

600*600DPI以上とする

原稿サイズ及び複写サイズ A3～はがきが可能であること

自動両面機能 原稿送り、出力とも自動両面機能を装備していること。

原稿送り装置の種類 1パス両面原稿送り装置を装備していること。

給紙方式 590枚以上のセットが可能なカセット4段と100枚以上のセットが可能な手差しを有すること

機械占有寸法（幅*奥行） 1110*738mm以下とする

2、プリンター機能

3,スキャナ機能

対応プロトコル TCP/IPに対応できること。

対応OS Windows® 8.1以降、WindowsServer2012以降に対応できること。また、最新OSのバージョンアップ等には随時対応が可能であること。契約期間中、Microsoft社が、サポートを終了したOSについては、この限りではない。

メモリー容量 2GB以上とする

機密印刷機能 パスワード（ユーザーコード等）により出力制限できる機能を有し装備していること。

インターフェイス イーサネット(1000BASE-T/100BASE-T)を有すること

i-Pad連携

形式 カラースキャナ機能を有すること

最大読み取りサイズ A3以下であること

諧調 256階調以上を有すること

原稿読み取り速度　片面　A4【分】 モノ、フルカラーとも70枚/分以上とする。

保存形式 出力フォーマットはTIFF、JPEG、PDFを有すること



A B C

訪問看護ステーション 事務所 3F仕様

―

2系統の有線ネットワークへ対応できること
（副系統NWについてはプリントアウトのみで良い）

― ―

―

総スタック1500枚以上で、中綴じのステープルが可能な後処理機能を有
すること

200枚/月 1,850枚/月 ―

600枚/月 1,500枚/月 ―

15枚/月 300枚/月 ―

2,700枚/月 11,700枚/月 7,000枚/月

保存 院内LANサーバー内のフォルダーに保存が可能なこと

4,ファクス機能

最大送信サイズ及び最大記録紙サイズ A3送受信が可能であること

不要

通信モード G3以上であること。

最大走査線密度 標準8×3.85本/mm以上であること

PC-FAX機能 PCからダイレクトに相手先ファクシミリへ送信できる機能を有すること。

導入機器 導入する機器は新品とし、中古機は不可とする。ただしグリーン購入法上の「再生型機」に該当する商品は可能。

ワンタッチダイヤル機能 アドレス帳に1800件以上の登録が出来ること

ペーパーレス 受信文書を電子情報保存し、必要な時だけ紙に出力できるシステム対応が可能であること。

5,その他

暗号化 ISO15408（CC：Common Criteria）の認証を取得していること。ハードディスクへの書き込みデータを上書き消去や暗号化できるように対応が可能であること。

設定 複写およびプリンターにおいて、デフォルト設定でモノクロ印刷設定が可能なこと。

ネットワーク環境

カラー出力 2色コピー及びプリントが可能であること。

障害発生時の連絡受付は、祝日及び年末年始を除く月曜日から金曜日の9時から17時30分は対応可能であることとし、所定の連絡先を設け、機器に貼り付けること

出力後処理 2箇所以上の排紙先を有し、FAX単独とコピーおよびプリンターで機能別仕分が可能であること

機器連携 機器本体からカウンタの自動検針、消耗品の自動発注ができること。

6,設置及び保守体制について

設置設定
機器設置等については、上記仕様が稼動できる状態で設置すること。また、現在使用中の機器に登録してあるアドレス帳の移行作業及び、事務室内のＰＣにドライバーインストール等、必要な設定を行う事。なお、これらに
要する費用は本案件に含むものとする。

保守対応 平日(祝日及び年末年始を除く月曜日から金曜日)の9時から17時30分において機器等の障害発生の連絡を受けたときは、現場に技術者が訪問し、修理対応すること

7、出力算定枚数

カラー出力（コピー枚数）

2色出力（コピー＋プリント枚数）

モノカラー出力（コピー＋プリント枚数）

障害受付

カラー出力（プリント枚数）


